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 暑くなったり涼しくなったりの天気ですが皆様はいかがお過ごしでしょうか？ 

気温の変化に対応する体温調節は良好な皆様でしょうか？ちょっと対応が苦労の状態でしょうか？ 

冬も夏もエアコンの調整によって生活がなれてしまっている私達で、自然の天候に対応する能力が小さくなっているの

かもしれません。 

私達は自分の健康レベルの変化をキャッチして、対応能力を高めることを思い出す必要があるのかもしれません。毎日

９００人もの大切な命が、癌による死を迎えています。一度の人生を大切に生きるには、いろいろな可能性を知ることが

良いと考えます。 

良い人生の為に、大切なあなたと家族の為に、第 13 回代替・統合療法コンベンションをご利用下さい。 

あなたのご参加をお待ちしております。 

                              NPO 法人癌コントロール協会代表 森山 晃嗣  

安保 徹先生と行く第 35 回アメリカ癌コンベンション 

＆メキシコティアナ代替療法病院視察ツアー （7 泊 9日） 

 出 発 8 月 31 日(金) 成田発 シンガポール航空 12 便 18:45 発 ～ 

帰 国 9 月 8 日(土) ロスアンゼルス発 シンガポール航空 11 便 18：00 成田着 

 日 程 9 月 1 日・2 日・3 日  第 35 回コンベンション 

      宿泊：ユニバーサル・シェラトンホテル 4 泊（8/31 夜～9/3） 

9 月 5 日 メキシコクリニックツアー 

9 月 6 日 自由行動  

9 月 7 日 サンディエゴからＬＡＸエアポートへ移動 帰国 

宿泊： サンディエゴ・ホリデーインハーバービューホテル（予定） 

3 泊（5 日～7 日） 

 費 用 税込 252,000 円 

成田－ロスアンゼルス 往復航空運賃・ユニバーサルシェラトンホテル（2 人 1 部屋使用）4 泊 

ホリデーインハーバービューホテル（2 人 1 部屋使用）3 泊 

ロスアンゼルス空港－ユニバーサルシェラトンホテル－市内ミニツアーサンディエゴ－ロスアンゼルス 

空港間のレンタカー・バスの移動費空港税・燃料費 

 メキシコクリニックツアー代 $75 と、共同通訳料 1 万円は現地にて別途徴収させていただきます。なお、コンベ

ンション講演・ブース入場は別途＄30 必要となりますので参加する方は現地にてお支払い下さい。 

申込締切： 8 月 10 日（先着順 定員になり次第締め切らせていただきます。） 

定  員： 30 名                         ※参加ご希望の方は下記までお問い合わせ下さい。

 

 

主  催： ＮＰＯ法人癌コントロール協会 

（アメリカ癌コントロール協会日本支部）千葉市稲毛区稲毛東 3-7-5 TEL 043-204-9900 

第 13 回代替・統合療法 

コンベンション開催にあたっ



/   TOPICS3 
★ブライトマン博士の IPT の説明 

ありがとう。私は南カリフォルニアで開業している医師です。私の主な診療科目は IPT〈インシュリン強化療法〉です。10

分間この話題に集中します。これはエア博士の講演の、まあ、サプリメントの様なものです。IPT に関し

ては、エア博士が詳しく説明しました。私は従来の化学療法と IPT との違いを説明しようと思います。

舌がもつれるので単に IPT と略します。 

従来の化学療法においては、術者は圧倒的大量の毒性の強い抗癌剤を経静脈的に入れ、癌細胞

を殺します。しかし、同時に不幸にも免疫機構も攻撃し破壊してしまいます。そのダメージはひどいも

のなので、３、6 週間後まで 2 回目の投与を待たなくてなりません。免疫の回復を待ち、２回目を投与し

ます。時に、1 クールには数日必要で、一日数時間かかり、患者の免疫の回復までの３、6 週間を待つ

間に、癌細胞の細胞サイクルは進み、倍化して局面 I に戻っています。分かりますか、わたしの手を見てください。がん患

者の癌の細胞数はこうです。多くの細胞が活動局面にあり殺せます。残りは、休止期にあります。休止期のものは宿主に害

を与えません。時間の経過後、殺せます。この休止期の細胞が活動期に進み、分裂期になり、増えるのに３、６週間かかり

ます。休止期の癌細胞が活動期に入った時が、投与の時期なのですがそれを逃してしまうので、従来の方法は効果がな

いのです。 

では、IPT がどう働くかについて説明します。まず最初に、癌細胞を他の惑星から来たエイリアンのようなものと見てくださ

い。エイリアンが他の惑星から来たなどという、科学フィクション映画をあなた方は見たことがあると思います。我々の星にや

って来た、進んでいる生命体で防備が固く、ある物理的特長が我々より優れていて、我々を殺せます。しかし我々は彼らを

殺すことができず、何をしても生き残るのです。映画の最後にはメルギブソン映画のように、エイリアンを捕まえて水をかけ

ると死んでしまうように、癌細胞もある物理的特徴を持っています。その特徴とは全てのグルコースを掴み取る能力です。グ

ルコースは細胞の中での代謝に必須のものです。グルコースがないとエネルギーは生産出来ず、細胞は生存できません。

癌細胞は全てのグルコースを掴み取る能力を持っているのです。実際に、100 ポンドほども人の体重が減少しても、癌細胞

は増え続けるのです。癌の末期には人々は窶れ果てますが、腫瘍は増大するのです。これはドクター・エア氏が述べたよう

に、正常細胞に比べ、癌細胞はインシュリンの受容体の数が１６倍多いということです。インシュリンの役割は、代謝が行わ

れる細胞内に膜を通過させて、グルコースの粒子を入れることです。１６倍多いことで、実際に複雑な物理的、化学的なリ

ガンド効果を癌細胞は生じさせます。数は１６対１ですが、癌細胞は全てのグルコースを手にします。インシュリンというと人

は何を考えますか？糖尿病ですよね。グルコースというとそれだけだと思います。ところが、「インシュリンは素晴らしいホル

モンなのだ」ということが近年分かってきました。インシュリンは、性脂肪酸、多くのアミノ酸、多くの抗生物質、ある種の化学

物質などを細胞膜を通過させる働きをします。癌細胞の持つある物質的特徴を使って癌細胞を殺します。 

IPT はこうして施行します。まず、患者を心地よい、リクライニング椅子に座らせ、ルートを確保します。ヒュウーマリンという

短期型インスリン、効果は 30 分継続で一時間後には血糖はもう正常に戻るものを投与します。注意深く血糖レベルの低下

するのを見ていき、低血糖状態にします。外を歩きながら施行するのは低血糖発作を起こす可能性があり危険です。しか

し、院内には医師が 2 人、看護師などもいますので安全です。低血糖発作〈ショック〉が起こった時のため、患者ごとに 20cc

の 50％グルコース液を用意しています。万一の時は注射器を取り、ルートに 5cc 程流すだけでいいのです。そのことに数

秒もかからないでしょう。本当のことを知って欲しいと思います。実をいうと今まで低血糖発作を起こした患者はいません。

万一のため、予め十分な準備をします。注意深く患者を観察しながら施行します。 

血糖値が治療値まで下がると、癌細胞は強烈にグルコースを渇望します。このとき膜透過性が増大しており、最大の治療

のタイミングです。低量の抗癌剤を投与します。グルコースは全部癌細胞に行きます。 

10％の低量の抗癌剤を入れます。ですから、大量の抗癌剤を入れ、免疫細胞を破壊することはありません。低量なので、

3,4 種類の違った働きの抗癌剤を投与できます。あるものはミトコンドリアを破壊し、エネルギーを作れなくします。あるもの

は、核膜を破壊します。あるものは、活性酸素を癌細胞の中で造り、癌細胞を殺します。その他にも技術的にいろいろ出来

ます。それ故に IPT はうまくいくのです。 

私は患者が私にこういい始めたことを覚えています。「なぜですか、ドクター？一回目の治療なのに、癌が縮小したと思

います。」「はいはい。」しかし、それは気持ちの問題ですね。それでもわたしは否定しませんでした。しかし、いま 8 割の患

者が同じことを言うのです。癌は瞬間的に縮小するのです。なぜなら、活動状態の癌を全て殺すからです。また、インシュリ

ンは実際に休眠期の癌細胞を活動期に変わるように刺激するのです。 

さて、ここに 2 クール施行のために、3,6 週間待たなくても良い方法があります。免疫を抑えることをしていません。血小板、

白血球のレベルを下げず、貧血も起こしません。休止期から活動期に入ったものを、毎週殺せます。チョップ！！癌細胞

数はどんどん少なくなり、最後には、私たちが大好きな言葉を事務所で言えるようになるわけです。「このクリニックから退院

してください。二度とここであなたに会いたくありません。」 

後は、1 年に 3 回、2 年に 3 回と電話でフォローします。フォローはしなくてはなりません。彼らが二度と戻ってこないようにし

なくてはなりませんからね。 

第３４回米国癌コンベンションから（2006 年 9 月） 

ブライトマン＆エア博士講演概要（宗像 久男医師 訳）



★エア博士講演 

私がインターンの時、癌患者に会うことはありませんでした。 

1974 年に癌患者達の、家族も含めまるで地獄のような悲惨な状況を目にするようになりました。そし て

1975年7月の特別な日をはっきりと覚えています。昼食の後、最初の患者は癌患者で、次の患者も 癌

だったのです。二人続いたのは初めてでした。私は事務所に戻り神に祈りました。つぎの二ヶ月間 は

連日癌患者が来院するようになりました。毎日、毎日、奇跡的でした。 

ある日、ある男性がこれを先生にといってある本を置いて立ち去りました。私にとっては彼は天使 だ

ったのです。その本の題は『血液の生理的物質、生化学を変化させる細胞治療。ドネーシャン治療』 後のインスリン強化

療法（IPT）です。ドナート・ガルシア・シニアはドナート１です。ドナート・ガルシア・ブイヨンはドナート２です。ドナート・ガル

シア・ジュニアはドナート３です。ＩＴＰとは言わないで下さい。ＩＰＴと言ってください。ありがとう。 

ＩＰＴとはなんでしょうか。「IPTとは悪性細胞の内的なメカニズムの生物の反応調整としてインシュリンを使用する、化学療法

に基礎を置くプロトコールである。」IPT では化学療法の 1/10 程度の低量の抗癌剤を使用し、薬剤効果を高め、量依存の

人体の副作用を軽減し、効果的に、選択的に悪性細胞のみを標的にするのにインシュリンは使用されます。 

80 年代にインシュリンの分泌やインシュリン受容体が乳癌細胞で発見され、そして IGF 分泌や IGF 受容体が乳癌細胞

で発見されました。正常細胞に比較して 6 倍の IR、１0 倍の IGFR があったのです。受容体が濃密に存在しているので、ラ

イガンド効果があります。乳癌細胞では INS と IGFs そして、その受容体 IR、IGFR のとの間で相互反応があり、この関係は

ほかの癌、例えば肺、大腸、頸部、悪性黒色腫、インシュリノーマ、腎腫瘍、ホジキン病、リンパ芽球白血病、他のものにも

発見されています。 

癌のメカニズムについて、ここに図があります。パソコンでセットしました。インシュリンとインシュリン様要因は自動的に腫瘍

の細胞レベルで働き、この働きは統合された、より高位レベルの調整から自由で勝手に振舞います。この 2 つは自分自身

〈autocrine〉と隣接細胞(paracrine)に働くのです。 

「IGF は主要な同化ホルモンで腫瘍の成長についての情報を出すことに責任がある一方、インシュリンはこの過程に燃料

を調整したり、与えたりするものである。そして、IGF は腫瘍の増大についての情報を与える主要な要因である。」 

この過程は自動的でより高度の統合された制御がホルモンの出過ぎの時に正常になるよう、インシュリン分泌の量を調節

するようには従わないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

インシュリン様成長要因受容体

低量の抗癌剤 

インシュリン受容体 

インシュリン受容体 

IPT のメカニズムの図 

X10 代謝効果 

膜透過性の変化 

外部からのインシュリン 

細胞内への抗癌物質の流入の増加 

X6 膜効果 

内的インシュリン 

悪性細胞のメカニズム

内的インシュリン様成長要因 

インシュリン様成長要因受容体 

癌細胞へ燃料を与える            S-期の活動性の増加 

グルコースの易拡散性の増加          ＝癌細胞の増加 

 自動自己刺激（Autonomous Autocrine Stimulation） 

X6 膜効果 
X10 代謝効果 

S-期の増大 

相乗効果 

爆竹効果 

癌細胞 
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    〔第 13 回代替・統合療法コンベンション ご寄附のご案内とお願い〕 

1995 年 8 月、「第 1 回日本癌コンベンション」を開催して以来 12 年が経過しました。これまでの 12 回を通じて､延べ 1 万人以

上の方がご参加くださり、100 名を超える講師の方々にご講演を賜りました。これも沢山の方のご支持があったからこそと、心より

感謝申し上げる次第です。ご存知のようにこのコンベンションは、チケット代金以外には、皆様のご寄附とボランティアの協力によ

り運営させていただいております。 

来る 8 月 11・12 日に予定しております「第 13 回代替・統合療法コンベンション」を開催するにあたり、今年も善意あるご寄附を

広く皆様にお願いしたいと存じます。ご寄附いただいた方のお名前は、当日配布のプログラムに記載させていただきます。（記載

を希望なさらない場合は、下記「希望しません」にチェックしてください。） 

下記の要領にて募集いたしますので、ご検討のほど何卒よろしくお願い致します。 

※プログラムの後半に、広告・メッセージスペースを設ける形式でのご寄付も用意しておりますので、お問合せ下さい。 

お申し込み記入欄 

※ 一口 ¥1.000 でお願いします。           年  月  日 

御 芳 名 
 

お 電 話 番 号  

御 住 所 
(〒   -    ) 

希 望 口 数 口 計          円 

氏 名 記 載 □ 希望します 
□ 希望しません 

プログラム記載希望氏名 

お申し込み方法 □ 現金 
 □ 振込  振込先郵便口座 00150－6－118822 

                      特定非営利活動法人癌コントロール協会 
お申し込み締切 平成 19 年 7 月 20 日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お申込みはお電話又は FAX にてご連絡ください。参加費は当日受付にてお支払いください。 

TEL フリーダイヤル 0120-831-990 / FAX 043-204-9500 

 

6 月 19 日(火)  PM10:30～14:00 
「栄養の基礎 ～脂肪酸と免疫の関係」〔講師〕森山文仁
製品のご紹介・軽いランチ付き 

7 月 10 日(火) AM10:30～14:00 
「栄養の基礎 ～暑さに負けない栄養のポイント」 

〔講師〕森山晃嗣 
製品のご紹介・軽いランチ付き 

会 場 ：アートグレミオ稲毛本社 1F 

 コミュニティルーム TEL 043-204-9800 

参加費 ： 500 円 各回先着 10 名  

 
 

6 月 17 日(日)  PM1:00～4:00 

1部「栄養の基礎 ～食事と栄養素療法」  
〔講師〕森山晃嗣

2部「ブース形式で製品のご紹介」 
   書籍・天ぷら試食・いのちの歩・化粧品 
 などの各ブースでお楽しみください。 
   お友達もご一緒にお出かけください。 
会 場 ： アートグレミオ東京支社 

       TEL 03-5420-3822 

参加費 ： 500 円  

講座に参加されて健康相談を希望される

方は事前にご連絡・ご予約下さい 


